
265１．オンライン教育ツール

　オンライン教育を行うにあたっては，様々な
ツールが利用可能である．本章では利用可能な
ツールの種類や具体例，利用例を整理する．な
お，実際の運用時は，対象とする教育で扱う学
習目標やテーマによって有用なツールは常に変
化がある，という点は忘れてはならない．これ
らの総論的な部分は第 2 部（遠隔教育，ICT 活
用教育，オンライン活用教育改善のポイント，
等）を閲覧いただければ幸いである．
　本章の情報は執筆時点（2021 年 9 月）の情
報に基づいている．特に Web 会議システムや
LMS は機能改善が行われることも多く，必要に
応じてその時点での最新情報を参照されたい．

１．Web 会議システム

　Web 会議システムは Zoom や Webex，Big 
BlueButton などに代表され，同期型の教育で
は頻繁に利用される．複数人での通話や文字
チャット，画面共有，ブレイクアウト（少人数
グループの作成）などの機能を備えているもの
が多い．「Web 会議」という表現からもわかる
ように，元々はオンラインでの「会議」を行う
ためのシステムである．すなわち，教育に特化
されたシステムではない点には注意が必要であ
る．また，オンライン上で「会議室」を作成す
ることを目的としているため，対面であれば存
在するであろう廊下やロビーなどの休憩スペー
スは基本的に存在しない．このため，講義と講
義の間などの休憩時間に行われるような雑談・
簡単な質問などを通じた交流を図りづらいとい
う欠点もある．
　Web 会議システムの派生として，バーチャル
オフィス，あるいはバーチャル空間などの表現
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で示されるシステムも存在する．2 次元であれ
ば oVice や SpatialChat，Gather，3 次元であれ
ば cluster や VRChat，Virtway などが代表的な
例である．いずれもアイコンやアバターなど自
己の代わりとなるキャラクターを仮想空間の中
で操作する仕組みとなっている．仮想空間内で
の「距離」を検出して音量やカメラの画質を調
整する機能を備えているものもあり，より対面
の場を再現しやすい仕組みとなっている．特に
学習者同士のインフォーマルな学習を支援する
には，このようなコミュニティ形成を支援する
ツールも必要となるだろう．
　一方，仮想空間を活用するものは Web 会議
システム以上に PC の性能やネットワークの安
定性が求められることもある．例として，欧
州 医 学 教 育 学 会 で あ る AMEE は 2020 年 度
に は Virtway 上 で 行 わ れ た が，2021 年 度 は
Swapcard とよばれる SNS 機能を有したシステ
ム上での開催となった．同期型教育を支えるシ
ステムとして，どの規模のものが今後利用され
ていくのかは，注意して情報を整理していく必
要があろう．

２．学習管理システム（Learning 
　　Management System，LMS）

　LMS は Moodle や manaba，WebClass な ど
に代表され，非同期型の教育において利用され
ることが多い．一般的な LMS は PDF や動画の
掲載機能，小テストや課題レポートの提出機能，
意見交換やディスカッションのための掲示板機
能などを備えている．また，教育者・学習者と
もシステムにログインして利用することが原則
となるため，いつ，誰が，どのような学習行動
を取ったかの記録を残し，必要に応じてログを
用いた解析を行うことが可能となる．
　また，対面授業においても，簡単な選択肢を
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提示してクリッカーの代替として利用したり，
確認テストを出題して理解度を確認したりする
など，学習者に何らかの活動を求める際に利用
されることもある．後述する共同編集ドキュメ
ントのように，学習者全員から意見を集め，そ
の場で共有するといった使い方も可能である．
従来の対面型であれば 1 人 1 人に発言を求める
しかなかったことを考えると，このような情報
共有を加速することも ICT を活用する利点の一
つともいえるだろう．
　注意点として，種々の機能を兼ね備えている
反面，ユーザ登録や教材作成，全体の管理運営
などのタスクも運用に合わせて発生しうること
がある．サーバを独自に用意するオープンソー
ス型の LMS であれば特にこの傾向が顕著とな
るため，専任の管理者・担当者をおくことも検
討の余地があるだろう．

３．ファイル共有

　教育者から学習者に PDF 等の資料を配る場
合や，学習者がレポート課題等をファイル提出
する際，ファイル共有サービスを利用すること
もある．LMS の機能としても存在するもので
はあるが，ファイル容量が大きくなる場合，あ
るいは LMS のアカウントを保有しない人とも
共有を検討する場合などは専用のサービスを利
用することも生じる．具体的には，Dropbox や
Google Drive などを利用することで，ファイル・
フォルダ単位での共有を行うことが可能となる．

４．共同編集ドキュメント

　前述のファイル共有は，動画や PDF，Word
ファイルなどをファイル単位として共有する
ものである．共同編集ドキュメントは，同時に
複数人でオンライン上でのファイルを編集可能
とするものである．Google ドキュメントの他，
Office 365 や iCloud などが代表例となる．
　特に Web 会議システムを用いて同期型での
教育を行っている際，学習者同士での情報共有
や成果物作成において有用である．学会大会
等で行われるワークショップなどの参加型セッ
ションにおいても，ディスカッションした結果

をプロダクトとして残す際などに活用可能であ
る．
　LMS の掲示板等でも順次情報を載せていくこ
とは可能ではある．しかし，LMS では 1 つの
ファイルを「同時に」編集することは困難であ
る．同期型で複数の学習者・教育者が更新を行
う場合は，リアルタイムで編集可能なツールを
検討する必要がある．

５．チャットツール

　Slack や Discord，Microsoft Teams な ど は
チャットツールとして利用することが可能であ
る．Web 会議システム上のチャットとは異なり，
過去の履歴も保存されており，必要に応じてさ
かのぼって確認することができるという特徴が
ある．
　また，Slack 等のチャットツールでは，同じ
チームメンバーに対して複数の場（チャンネル）
を用意することができる．例えば「日本医学教
育学会」という Slack があった場合，その中で

「編集委員会」「広報・情報基盤委員会」のよう
なテーマ別のチャンネルを作成できる．LINE
や Facebook メッセンジャーなどでは，同時に
複数の話題で意見交換が始まると内容の整理が
困難になるが，チャットツールではその課題を
解消できる．
　利用人数に応じた有料プランが用意されてい
るケースがある点には注意が必要である．参加
者が多い場合やチャットが活発に進むような環
境の場合，契約形態を入念に検討する，あるい
は Rocket.Chat などのオープンソースのシステ
ムを考慮する必要が出てくるだろう．

６．動画配信システム

　オンライン教育，特に LMS を活用した非同
期での教育を行う場合，情報提供の手段として
用いられることの多いものの一つが「動画」で
あろう．動画は PDF 等の資料と異なり容量が
大きくなりやすく，その共有手段を検討するこ
とも必要である．
　LMS のサーバ容量が十分に確保できるので
あれば，その中に掲載することも一案ではあ
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る．しかし，例えば筆者の経験では，所属大学
で活用している非同期型の教育用動画が 1 年で
500GB を超えており，LMS サーバに蓄積する
ことには限界がある．加えて，動画への同時ア
クセスに起因するサーバ負荷も検討する必要が
生じる．
　解決策としては，YouTube や Vimeo といっ
た動画配信専用のシステムを活用することが挙
げられる．システムによって，有料・無料の違
い，動画閲覧に対する制限のかけ方の違いなど
が生じる．特に著作権等の観点から保護を考え
る場合は，「どのシステムを用いるのか」とい
う点についても要検討事項となるであろう．な
お，上記の商用サーバの他，Kaltura のような
オープンソースのシステムも存在している．専
用の管理者は必要となってしまうが，LMS と合
わせて検討候補に加えることも可能であろう．

７．コンテンツ作成

　オンライン教育において，個別の教材作成

をどのように行うかも検討課題の一つとなる．
LMS を用いる場合は固有の機能で作成すること
が主となるが，専用のツールで作成した教材を
LMS に導入するという方略も可能である．H5P
や Xerte，Quizlet などを用いることで個別の学
習教材を作成することができる．
　コンテンツ作成ツールを利用する際の利点と
して，作成した教材を LMS 以外の一般の Web
サイトにも埋め込んで利用することも可能であ
る．個別の学習者の履歴を取ることは困難に
なってしまうが，サンプル教材として公開する
ことで，広報に活用することもできる．
　この他にも細かなツールは様々に存在する．
冒頭にも触れたように，これらはあくまでそ
れぞれの教育手法に特化した「ツール」である．
実際に運用する際は闇雲にツールを導入するの
ではなく，どのような教育目的で，どのような
教育実践を行う必要があるのか，ということを
念頭において検討することが重要となる．


